



































































































































































































































































































































































男君は帰宅後、すぐには一品宮を訪れず、姫君との情事の余韻を一人で噛みしめ、姫君の処遇をどうしようかとあ これ思い悩んでいた時に、遺児若君がやって来て、同性愛に耽った後、一品宮のもとに出かけて行くのである。すなわち めぐ て悩んでいた時に、遺児若君が訪ねて来たために、その懊悩を払拭する目的で同性愛に耽溺して 気持ちを切り換え、一呼吸置いて一品宮のもとに赴いたのではなかろうか。 すれば、
















































御のもとに闖入するのである。これは『堤中納言物語』所収の『逢坂越えぬ権中納言』の巻末で、根合に勝利した男主人公権中納言は長年にわたって恋慕してきた宮を訪れ、胸中を訴えるものの、宮はなびこうとしないために、宰相の君がその旨を男主人公に伝 ようと座を立った後に、 「声をしるべ 、
（宮ノ居場所ヲ）
たづねおはしたり」とあるように、女房の声




































































































理解すべきだろう。というのは、男君が内大臣の官職を返上したために、その充当人事が行なわれ、男君 後任として太政大臣の息子である右大将が内大臣兼左大将に任命さ て る点から、もはや男君には肩書きがなく、父関白の参内のお供として随行するのはふさわしくないと考えられるからだ。すなわち、関白のお供として、関白 異腹の子で、男君 は異母兄弟であると世間には公表されている遺児若君はふさわしいと男君は考えて、遺児若君に関白のお供をして参内すべきだという指示 与えたものと理解する必要が のではなかろうか。
（おおくら
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